
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 竜神ダム周辺の四季 

【施設の状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

竜神ダムはダム湖とその上に架かる竜神大吊橋を中心として、常陸太田市（旧水府村）はもと

より県内外各地から多くの観光客が訪れる。また、四季折々の表情を見せる竜神峡では、竜神

大吊橋及び竜神ダムを中心に様々な観光イベントを実施している。 

竜神ダムのダム湖とそれに架かる竜神大

吊橋を中心に開催される『鯉のぼりまつり』

の状況。 

竜神ダム周辺は秋には紅葉の名所でも

ある（竜神峡）。 
（左下は『竜神峡灯ろうまつり』の状況） 

『鯉のぼりまつり』での来訪者等の状況 春～秋にかけて竜神ダム湖周辺の林道

はハイキングコースとなる。 



（様式２）

テーマ 竜神ダム周辺の四季 

【社会資本の基礎データ】 

○名称   竜神ダム 

○所在地  茨城県常陸太田市（旧水府村）下高倉 

○事業名  山田川総合開発事業 

○事業主体  茨城県 

○事業期間  昭和４８年４月～昭和５４年３月 

【社会資本の役割・効果】 

○利水効果 

久慈川水系山田川流域の常陸太田市及び日立市は宅地及び工業開発が急速に進み、給水

人口の急激な増加を背景として昭和３３年以降たびたび渇水に見舞われてきた。竜神ダムの完

成により、山田川沿川の農地への補給も含め、安定した水の供給が可能となった。 

 

○治水効果 

 山田川流域では昭和３９年、４０年、４１年、４５年と連続して被災しており、これら洪水被害の

対策として竜神ダムを建設した。竜神ダムの完成により洪水の最大流量が低減され、下流沿川

の浸水被害を防止している。 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連ホームページ】 常陸太田市水府商工会 http://www4.ocn.ne.jp/~suifu/ 

常陸太田市観光協会 http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/ 

 


